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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 26,440 3.6 1,997 12.9 2,053 10.5 1,226 22.5
23年3月期第3四半期 25,528 3.3 1,768 △0.9 1,858 △1.1 1,001 1.7

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 1,340百万円 （41.9％） 23年3月期第3四半期 944百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 117.61 ―

23年3月期第3四半期 96.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 29,265 16,508 55.3
23年3月期 26,552 15,420 56.9

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  16,180百万円 23年3月期  15,104百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
24年3月期 ― 14.00 ―

24年3月期（予想） 14.00 28.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,400 2.5 2,220 2.7 2,260 △0.3 1,400 16.3 134.21



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理性であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、四半期決算短信（添
付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 10,438,000 株 23年3月期 10,438,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 6,285 株 23年3月期 6,285 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 10,431,715 株 23年3月期3Q 10,431,768 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における日本経済は、昨年３月に発生した東日本大震災により大きな影響を受け 

ましたが、その後、生産体制の復旧や物流網の整備等も進み、個人消費においても自粛ムードが緩和され、景 

気の回復に向かうかに思われました。しかしながら、国内では円高の進行や放射能問題、さらに国外において 

は欧米の金融市場の変調や新興国のインフレ懸念等、マイナス要因も数多く見られ、極めて不透明な状況で推 

移いたしました。 

 当社グループが主軸を置く低温食品業界の動向につきましても、個人消費の節約志向の持続や物流業者間の 

価格競争による受託料金の抑制などに加え、東日本大震災で被災した拠点の復旧への投資負担などにより、厳 

しい経営環境で推移いたしました。 

 このような環境の下、営業収益におきましては、平成22年５月開設の中部支店(愛知県小牧市)が本格稼働と 

なったことや、既存支店における新規寄託者の獲得などにより、増収を確保することができました。 

 利益につきましては、賃借料等の固定費の更なる圧縮や業務改善による経費削減に取り組んでまいりました 

結果、営業利益・経常利益とも、前年同期比で増益を確保することができました。また、四半期純利益につき 

ましては、前第３四半期連結累計期間に「資産除去債務に関する会計基準」を適用したことにより計上した特 

別損失（前年同期に２億１百万円計上）が、当第３四半期連結累計期間においては解消したことや、保有有価 

証券の主要取引先への売却等による特別利益の計上が要因となり、前年同期比で増益を確保いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は264億４千万円（前年同期比3.6％増）、営業利益は19 

億９千７百万円（前年同期比12.9％増）、経常利益は20億５千３百万円(前年同期比10.5％増)、四半期純利益 

は12億２千６百万円（前年同期比22.5％増）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。 

 ① ＤＣ事業（保管在庫型物流事業） 

    平成22年５月開設の中部支店の本格稼働や関東圏における既存寄託者の稼働増など、低温食品を中心と 

    した共同配送が堅調に推移したことなどにより、営業収益は192億７千５百万円（前年同期比5.8％増）と 

    なりました。営業利益につきましては、中部支店の立ち上げに係る初期費用が一巡したことなどにより、 

    27億５千３百万円（前年同期比12.0％増）となりました。 

  

 ② ＴＣ事業（通過型センター事業） 

    営業収益は、前年同期並みの物量の確保により63億２千２百万円（前年同期比0.8％減）となりました。 

   営業利益につきましては、平成22年10月の新センター移転・立ち上げに係る初期費用が当初の想定以上に 

   嵩んだほか、その後の受託収受の伸び悩み等により利益化に遅れが生じており、当該センターも含めたＴ 

    Ｃ事業における業務改善等は進行中ではありますが、結果として４億５千２百万円（前年同期比23.5％減) 

  となりました。  

  

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の連結業績予想につきましては、直近の連結業績予想（平成23年９月20日公表）に対し、営 

業収益は概ね計画通りの進捗となっております。また、営業利益、経常利益ならびに当期（四半期）純利益の 

進捗につきましては連結業績予想に対し75％を上回っておりますが、当連結会計年度中に稼働開始予定の新規 

施設の開設準備費用等の計上により、増益幅は一定の範囲に留まるものと見込んでおります。 

 従いまして、通期の連結業績予想につきましては、当初公表数値の修正は行わないことといたします。 

 なお、業績予想につきましては、当社グループを取り巻く経営環境等の変化により今後修正の必要が生じた 

場合には、適時・適切に開示を行います。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,856,122 2,520,129

営業未収入金 3,162,433 4,438,229

有価証券 － 700,162

繰延税金資産 198,370 80,815

その他 367,840 365,305

貸倒引当金 △415 △468

流動資産合計 5,584,352 8,104,174

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,253,102 6,842,175

機械装置及び運搬具（純額） 837,657 750,053

土地 8,019,511 8,019,511

リース資産（純額） 1,895,803 1,961,947

建設仮勘定 12,647 635,338

その他（純額） 12,724 10,695

有形固定資産合計 18,031,446 18,219,721

無形固定資産 195,496 179,210

投資その他の資産   

投資有価証券 1,079,065 1,169,670

長期貸付金 675,000 627,500

繰延税金資産 464,051 405,247

その他 536,077 571,803

貸倒引当金 △12,500 △12,300

投資その他の資産合計 2,741,693 2,761,921

固定資産合計 20,968,635 21,160,852

資産合計 26,552,988 29,265,026



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 1,261,062 2,492,796

短期借入金 1,143,000 1,031,500

リース債務 426,111 498,100

未払法人税等 517,882 356,744

賞与引当金 236,200 55,150

役員賞与引当金 28,200 20,625

設備関係支払手形 154,244 654,716

その他 1,242,305 1,734,587

流動負債合計 5,009,007 6,844,220

固定負債   

社債 1,240,000 1,240,000

長期借入金 1,495,000 1,260,000

リース債務 1,615,763 1,629,206

退職給付引当金 848,365 904,321

役員退職慰労引当金 135,456 145,129

再評価に係る繰延税金負債 524,113 469,711

その他 264,969 264,283

固定負債合計 6,123,667 5,912,652

負債合計 11,132,674 12,756,873

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 13,004,594 13,981,217

自己株式 △5,204 △5,204

株主資本合計 15,609,009 16,585,632

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △64,768 △19,660

土地再評価差額金 △439,440 △385,039

その他の包括利益累計額合計 △504,209 △404,699

少数株主持分 315,513 327,220

純資産合計 15,420,313 16,508,153

負債純資産合計 26,552,988 29,265,026



（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業収益 25,528,213 26,440,134

営業原価 22,291,249 23,074,885

営業総利益 3,236,963 3,365,249

販売費及び一般管理費 1,468,521 1,367,876

営業利益 1,768,442 1,997,373

営業外収益   

受取利息 13,482 13,497

受取配当金 19,176 17,543

持分法による投資利益 28,247 33,159

その他 125,657 82,863

営業外収益合計 186,563 147,064

営業外費用   

支払利息 77,918 85,170

社債発行費 15,203 －

その他 3,320 5,324

営業外費用合計 96,442 90,494

経常利益 1,858,563 2,053,943

特別利益   

固定資産売却益 300 490

貸倒引当金戻入額 38 －

投資有価証券売却益 159,253 196,870

特別利益合計 159,592 197,360

特別損失   

固定資産除売却損 2,389 4,914

投資有価証券評価損 25,782 －

減損損失 13,588 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 201,572 －

特別損失合計 243,333 4,914

税金等調整前四半期純利益 1,774,822 2,246,389

法人税、住民税及び事業税 735,613 860,328

法人税等調整額 25,674 145,404

法人税等合計 761,288 1,005,733

少数株主損益調整前四半期純利益 1,013,534 1,240,656

少数株主利益 12,001 13,806

四半期純利益 1,001,532 1,226,849

少数株主利益 12,001 13,806

少数株主損益調整前四半期純利益 1,013,534 1,240,656

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △69,297 45,162

その他の包括利益に係る税効果額 － 54,401

持分法適用会社に対する持分相当額 － △54

その他の包括利益合計 △69,297 99,509

四半期包括利益 944,237 1,340,166

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 932,602 1,326,359

少数株主に係る四半期包括利益 11,634 13,806



 該当事項はありません。   

   

   

（セグメント情報）   

 Ⅰ.前第３四半期累計期間（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

   1.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                        （単位：千円）  

   （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備業等を 

      含んでおります。 

  

   ２．報告セグメントの利益又は損失金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額 

     及び当該差額の主な内容 

                               （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

   
  

報告セグメント 
その他（注） 
  

合計 
  ＤＣ事業 ＴＣ事業 計 

 営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 

 

 

 18,202,332

 

 

 6,342,292

 

 

 24,544,625

 

 

 983,588

 

 

 25,528,213

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

 

 

 15,944

 

 

 28,765

 

 

 44,709

 

 

 100

 

 

 44,809

計  18,218,276  6,371,058  24,589,335  983,688  25,573,023

セグメント利益  2,458,026  591,857  3,049,883  187,080  3,236,963

利益 金額 

 報告セグメント計  3,049,883

 「その他」の区分の利益  187,080

 全社費用（注）  △1,468,521

 四半期連結損益及び 

 包括利益計算書の営業利益 
 1,768,442



 Ⅱ.当第３四半期連結累計期間（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

   1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                        （単位：千円）  

   （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備業等を 

      含んでおります。 

   

   ２．報告セグメントの利益又は損失金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額 

     及び当該差額の主な内容 

                               （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

   

 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

   
  

報告セグメント 
その他（注） 
  

合計 
  ＤＣ事業 ＴＣ事業 計 

 営業収益 

 ①外部顧客に 

  対する営業収益 

 

 

 19,257,137

 

 

 6,289,924

 

 

 25,547,062

 

 

 893,072

 

 

 26,440,134

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

 

 

 18,074

 

 

 33,042

 

 

 51,116

 

 

 100

 

 

 51,216

計  19,275,212  6,322,967  25,598,179  893,172  26,491,351

セグメント利益  2,753,400  452,912  3,206,313  158,935  3,365,249

利益 金額 

 報告セグメント計  3,206,313

 「その他」の区分の利益  158,935

 全社費用（注）  △1,367,876

 四半期連結損益及び 

 包括利益計算書の営業利益 
 1,997,373

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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